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緒　言

1933 年，陳心陶は，中国広東省の怡楽村にて捕獲した2

種 のネズミ（凡zだUS　rattus，　Rattus　norvegicus）から

肺吸虫を検出し， 数年に亘り， 同虫の 発育史に 関する

詳細な研究を行った結果， 新種で あることを証明する

ことがでぎたので，本虫に 鳬Γagonimus ふktsuenensisChen

，　1940　（P ．i，と略）なる種名を与えた． 同氏によれ

ば，　p．i．の第1 中間宿主は，ヨスジカワザンショウy15 －s

沁 みtea　lutea　であり， 実験的終宿主は， ダイコクネズ

ミ，イノシシ，犬，猫，豚などである．

一方，わが国では，宮崎（1944） が大阪市を貫流する

新淀川の河口付近産クロベンケイSesarma 　dehaani　（S．j

．と略）から，　Ri ．の被のう幼虫metacercaria 　（mc と

略）を最初に発見し，本虫に小形大平肺吸虫なる和名を

提唱した．宮崎ら（1944 ，　1951）の，その後の調査によ

り，鹿児島県の川内川及び兵庫県の加古川にも，本虫の

分布が確認されている．のち，吉田（幸）　（1959）及 び筆者

ら（1960） は，長い間，未解決のまま残されていたP ．i．

の第1 中間宿主についての調査を行った．その結果，同

河口付近産ムシャドリカワザンショウAsshn み2az戸αΓα－sitolog

必z（／1．／・．と略）中にj 二t　f．　の幼虫の自然感染例を

証明し，かっ，y1．jり．が実験的にも極めて容易にRf ．の

第1 中 間宿主になりうることを立証することがでぎた．

以上のように， 本邦における ？．Z・．の第1 及び第2 中

間宿主に関しては，宮崎，吉田（幸）及び筆者らの調査成

績があるが，自然終宿主に関する研究は比較的少く，さ

きに，一色ら（1953 ，　1962）に より記載報告された大阪

における犬の自然例，また，近畿地方産イタチの自然例

があるのみである．

よって，筆者らは，第1 及び第2 中間宿主における本

種幼虫の寄生率が高い大阪府新淀川河口付近産のドブネ

ズミを捕えて剖検証明を行った．その結果，興味ある成

績がえられたので，ここに成績の概要を記載して，ご参

考に供したい と思う．

調 査 地 区

これまで，筆者らは新淀川右岸の“A ”（十三康之町）．

“B ”（十三西之町），“C ”（十三南之町）及び左岸の 叮）”

（中津浜通）の4 地区において，　p．i．の第1 及び 第2 中

間宿主に関する調査を行って来た．その結果，第1 図に

示しだB ”及び“C ”の2 ヵ所（十三大橋下流の右岸）で

は，中間宿主における本種幼虫の寄生率がかなり高いこ

とが判明しているので，今回は，これらの両地区にてド

ブネズミを捕獲し，沢八の寄生状況を検査した．

検 査 方 法

大型捕鼠器（付図H の11）にて捕獲したドブネズミは

本研究の一部は文部省科学研究費の補助を受けた．ここに付記して感謝の意を表します．
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第1 図　新淀川の河口付近

十三東之町　B ． 十三西之町

十三南之町　D ． 中津浜通

調査地区別に実験室に特ち帰り，体重，性別を記録した

のち，1 頭ずつ丁寧に解剖し，肺吸虫寄生の有無を調べ

た．次に，肺吸虫陽性のものはformalin 水（10 ％）固定
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ののち，パラフィン切片 を作成，　H－E染色を施して肺

臓などにおける虫のうならびに虫体の分布状況を調べ

た．次に，採集された虫体の一部はformalin 水（10 ％）

固体標本とし，その角度をはぎとり，水で封じて臨時標

本を作成，皮棘の観察を行った．また，若干のものは2

枚のスライドガラス間に軽く圧平しつつ，　Schaudinn氏

液にて固定したのち，　hematoxylin単染色を施して型の

ごとく永久標本となし，卵巣，皮棘などの形態的性質の

観察ならびに精巣と卵巣の大きさの関係を調べた．虫卵

は肺臓に形成された虫のう内より滲出物などと一緒に取

り出し，　formalin水（10％）とともに適当量ずつスライ

ドガラス上にとり，カバーガラスをかけて鏡検した．な

お，ドブネズミの捕獲期間は1959 年12 月から翌1960

年2 月までである．

成 績

検査したドブネズミの頭数，体重，性，肺臓に形成さ

第1 表　ドブネズミの肺臓に形成された虫のう数および検出虫体数
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れた虫のうの数，虫のう内虫数，及び検出された虫体の

数などを一括して示せば，第1 表 の通りである．表示の

ように，“B ”及び“C ”の両地区で捕獲したドブネズミ
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31頭中，肺吸虫陽性のものは25 頭の多きに達し，した

がって，その感染率は80 ．6　％の高率であった．これを

謌査地区別に 見ると，“B ”地区では検査数23 頭中，陽

0 鑼

0 0

0 0

⑩j

OOa

0 0

第2 図　 虫体の介在部位および数ならびに肺臓における虫のうの分布状況

胸腔内での遊離虫体　　　　　b ． 気管支拡張性虫のう内の虫体

軟化のう性虫のう内の虫体　　d ． 気管支拡張性の無虫虫のう

軟化のう性の無虫虫のう（数字はドブネズミの番号を示す）

（　23　）
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性のもの19 頭（82 ．6％），一方，“C ”地区では検査数8

頭 中，陽性のものは6 頭（75 ．0％）であった．肺吸虫の

寄生部位は，ほとんどのものが肺臓であって，総数141

隻 中，左肺に形成された虫のうから42 隻（29．8％），右

肺の虫のうからは75 隻（53．2％）が検出された．このほ

か，左胸腔内から遊離の状態で見つかったもの7 隻（5 ．0

％），また，右胸腔内から検出されたものは17 隻（12 ．0

％）を数えたが，その他の部位からは，虫体は1 隻も検

出することができなかった．上述の通り，検出された肺

吸虫の総数は，　141隻に達したので， 陽性のドブネズミ1

頭当りの平均寄生数は5 ．64隻（最多寄生はドブネズミ6

号の17 隻，付図1 の1 ），また，検査したドブネズミ1

頭当りの平均寄生数は4 ．55隻 である．

次に， 肺吸虫陽性のドブネズミ25 頭 の肺臓に おける

虫のうの分布状況，虫のう内虫数を模式的に示せば第2

図の通りである．図示のように，ドブネズミの肺臓に形

成された虫のうの総数は103 コを数えた．すなわち，無

虫虫のうの数は60 コ（左肺24 　n，右肺36 コ），また，

有虫虫のうの数は43 コ（左肺13 　3， 右肺30 コ）であ

る，なお，肺吸虫陽性のドブネズミ1 頭当りの肺臓に形

成された虫のうの平均数は4 ．1コ（最高はドブミズミ6

号 の151 ，（付図1 の1 ）を示している．

有虫虫のう43 コについて， 虫のう内虫数を 調べたと

ころ，1 のう内2 虫が22 コで 最も多く， 次いで，1 の

う内4 虫が10 　3，　3 虫が6 　3，　1 虫が3 　3，　5 虫 が11

，7 虫が1 コの順位であった．

ドブネズミの肺臓から採集された肺吸虫の圧平標本10

コ体について，プラニメーターを用い，虫体，精巣，卵

巣の面積を測定し， 精巣面積（左右平均）／卵巣面積 の値

を求めたところ，第2 表に示したように，精巣面積（左

第2 表　プラニメーターによる虫体・精巣 ．

卵巣の面積の測定値

標本

番号

1　31 ．22
30 ．13
30 ．84
28 ．35
34 ．86
38 ．97
37 ．98
31 ．89
29 ．910
23 ．5

←

平均31 ．7

左

1．4351
．5241
．0620
．9701
．8241
．4421
．0360
．7701
．2201
．473
－
1．276

右－

1．6771
．2291
．1480
．8001
．6361
．9241
．1530
．8591
．4101
．404
－
1．324

0．6190
．3820
．4430
．3320
．6970
．7260
．2970
．2100
．5080
．439
－
0．465

2．513
．602
．492
．582
．482
．323
．693
．882
．593
．28
－
2．80

右平均）は卵巣面積の2 ．80倍（逕庭2 ．32～3 ．88倍）で，

精巣面積が卵巣面積より可成り大きい傾向が認められた

（付図H の12 ）．

上記10 隻の圧平標本について， 卵巣の形態を 観察す

ると，いずれも複雑に分枝して サンゴ状を 呈して いる

（付図n の9 ）．

formalin 水（10 ％）固定の成虫標本の角皮をはぎとり，

水で封じて臨時標本を作成し，皮棘の生え方についての

観察を行った． その所見は付図n の10 の通りで， いず

れも群生で あった． なお，上記10 隻 の圧平標本につい

ても丁寧な観察を行ったが，　formalin 水固定のものと全

く同様，皮棘は各部のものが，ほとんど群生であっ た．

卵の形状を逆卵形（蓋端が丸味を帯び，無蓋端部が尖

りを帯びて，最大幅部が蓋端側にあるもの），楕円形（蓋

端も無蓋端もほとんど同等に丸味を帯び，最大幅部が中

央部にあるもの）またはダチョウ卵形（蓋端も無蓋端も

ほとんど同等に丸味を帯び，最大幅部はほぼ中央部にあ

るが，こころもち卵形のもの），卵形（蓋端が 尖りを帯

び，無蓋端が丸味を帯びて，最大幅部が無蓋端側にある

もの），及び亜紡錘形（両端が尖りを帯び，最大幅部が中

央部にあるもの）に分けて，観察したところ，付図n の8

に示したように，亜紡錘形のものが断然多い（虫卵に

関する詳細な成績は別に一色により記載報告ささる予定

になっている）．

論　議

1． 同定論

わが国に分布する4 種 の肺吸虫，すなわち，八 四衣一

匹・tiani　（P．　w．と略），　P．　ohirai　（P．り．と略），八／．，及

び ハ フペyazakii　｛Iりyx．と略）は成虫の卵巣の形態なら

びに皮棘の生え方， 中間宿主の種類，mc の形態及び中

間宿主体内におけるmc の寄生部位，卵の形態ならびに

卵殻の厚さ，時に宿主特異性などを検討することにより

相互に鑑別が可能であるといわれている．すなわち，成

虫に関して，陳心陶（1940）は皮棘の 生え方がwester －mani

－kellicotti型 とiloktsuenensis－　ohirai型 に わけ うる

とし，宮崎（1943，　1947，　1949）は卵巣の型をwester －mani

型 とohirai－iloktsuenensis型 とにわけた，さらに，

宮崎（1947 ～1961 ） によると，肺吸虫の鑑別にはmc の

形態が重要であって，これを比較することにより，本邦

産4 種の肺吸虫は，かなり容易に区別し うるものとされ

ている．一方，一色（1953，　1962　a，　b） は各種肺吸虫卵

につき詳細な比較研究を行い，いずれもかなりの変形や

（　24　）



変異が認められるが，少なくとも100 コの郛を観察する

ことにより，7こ7らP ．O．，　P．i．，及びP ．　kellicotti　（P．k．

と略）の4 種は鑑別が 可能である と述べて いる． 冨村

（1959 ）は，mc から出発して実験的にえた μり．とRi ．

の成虫に ついて， 精巣と卵巣の大きさの関係を 検討し

た． その結果，　p．i．の精巣は 卵巣に比し，　P．O．よりも

大きい ものが多いという事実を知った． なお，加茂ら

（1961） によれば，　P．m．の卵巣はohirai －　iloktsuenensis

型，また，皮棘の生え方はwestermani －kellicotti型であ

り，しかも， その虫卵 は卵殼が うすい特徴が あるとい

う．

今，筆者らが大阪府新淀川河口付近産のドブネズミか

らえた肺吸虫につき，陳心陶，宮崎，一色及び加茂らの

分類法を参照しつつ検討を加えると，以下の理由で，本

虫はp ．　iloktsuenensis　Chen，　1940　（小形大平肺吸虫）と

同定することができる．

すなわち，第1 には，宮崎（1944 ） が大阪市を貫流す

る新淀川の河口付近産 ぶ．j．より，尺八 のmc を最初に

発見してから，今日に至るまでに，万納寺（1952），吉田

（幸）ら（1958，　1959）や筆者ら（1957 ～1960）が，同河口付

近産の第2 中間宿主を調べた結果，？．j．以外のmc は検

出していないこと．第2 には，成虫の卵巣が複雑に分枝

し，皮棘は群生であり， 一見，ra ． と区別困難である

が，精巣の面積が卵巣のそれに比しかなり大きいものが

多いこと（付図H の12 ）， 第3 には，卵の性質が冫tj．に

一致することなどである（付図n の8 ）．

2．　ドブネズミにおけるp ．i．の寄生状況について

陳心陶（1940）が嶺南大学（Lingnan　University） の構

内及び その付近（怡楽村，1 ．10k　Tsuen） で，2 種 のネ

ズミを捕えてRi ．の寄生状況を調査した成績によると，

沢琵Z・・s　twxお では148 頭中4 頭（2 ．7％）が，また 沢琵－
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z心jiorz司政・・5 では141 頭中n 頭（7．8％）が肺吸虫陽

性であった，これら陽性のネズミにおける肺吸虫の寄生

状況は一般に軽度であり，普通1 ～4 隻 ずつの寄生であ

ったという（最多寄生はRattus　norvegicu 夕のn 隻で

ある）．

最近，邱瑞光（1962 ）が台湾（Alilao　Village　of　TaipeiCounty

）で，3 種 の ネズミを 捕え，　P．i．の寄生状況を

調査した成績によると，尺attus　rattus　（6 頭）からは肺

吸虫が検出されなかったRattus　 ，。tQ 政お では51

頭 中13 頭（25．5％）が，また，　Rattus
　c・xinga では3

頭 中1 頭（33．3％）が肺吸虫陽性であり，陽性のもの1

頭 当りの 寄生数は比較的 少なく，1 ～4 隻 ずっで あっ

た．

一方，宮崎（1952）が球磨川河口付近産の 沢麗沽夕加r－wg

か卵15 頭及 びRattus　rati 　us　2頭 を剖検して7 こり．

の寄生状況を調べたところ，後者からは肺吸虫を検出す

ることができなかったが， 前者の3 頭には 沢o．の自然

感染が証明され，2 隻 の成虫がえられた．

以上のように，筆者らの寄生率が，陳心陶，邱瑞光，

及び宮崎のそれよりも著しく高く，また，陽性のネズミ1

頭 当りの平均寄生数も著しく多かったのは興味深い．

このように，筆者らの場合，寄生率が非常に高かっだ

のは，第1 及び第2 中間宿主における本種幼虫の寄生率

の極めて高い場所をまず選定し，そこに棲息するドブネ

ズミを捕獲して，肺吸虫の寄生状況を調べたことによる

ものと思われる，ちなみに，　1959年の春から夏にかけて

筆者らが新淀川河口付近で調査したA ．p．における ？．み

の幼虫の寄生状況は第3 表 に，また，同年の夏から秋に

かけて 調査したXj バ こおけるRf ．のmc の寄生状況

は第4 表に示した通りで，“B ”及び“C ”の両地区では，

有尾幼虫cercaria の寄生率と同様，mc のそれも極めて

第3 表　新淀川河口付近産ムシヤドリカワザンショウA 夕・7nぷtologica

における小形大平肺吸虫セルカリアの寄生状況

採集地

A

B

C

D

検査数

3，5644
，0333
，1574
．031

小形大平肺吸虫
セルカリア陽性
のもの（％）

4（090

（225

（013

（0

12 ）23

）79

）32

）

5

0

0

0

－
（0 ．14）

別 種 セ ル カ リ ア 陽 性 の も の（％）H

Ⅲ　　　　IV

4（0．11）5
（0．12）11
（0．35）2
（0．05）

62 ）60

）05

）25

）

訐　　　14，785　　　132（0．90）　　5 　（0．03）　　22（0ユ5）　　89（0．62）

A ， 十三東之町　B， 十三西之町　C， 十三南之町‥‥右岸　D， 中津浜通‥‥左岸

（25 ）

0

0

0

0

0

V

3（03
（03
（03
（0

08 ）07

）10

）07

）

12（0 ．08）
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高い寄生率を示している

第4 表　新淀川河口付近産クロベンケイS

．　dehaa。fにおけるふ形大平肺吸虫

メタセルカリアの保有状況

採集地　 検査数

－

A

B

C

D

100

100

100

100

｛

｛

｛

合50
♀50
合50
♀50
合50
♀50
合50
♀50

陽性 のもの1 匹当りの寄生数
寄 生 率 一一‥一一
（ ％ ）　 平

8叫97

｛

86
80
96
98

づ
45

7 ．82

均　　 最多　最少

｛1昌

18バ1m1

一問1

ぱ 口心1

穹
廬

㈹
囗
－ W J － 　 「

｛

｛

｛1

A ，十 三東之町B ，十三西之町C ，十三南之町 ‥右岸D
，中津浜通‥‥左岸

総　 括

大阪府新淀川産のドブネズミ31 頭を対象として，Riloktsuenens

・・5　Chen，　1940（小 形大平肺吸虫）の寄生状況

を調査し，大体次のような結果をえた，

1） 小形大平肺吸虫が新淀川産のドブネズミから証明

された．これは，わが国における小形大平肺吸虫の自然

終宿主についての第3 番 巨1の報告である．

2） 小形大平肺吸虫陽性のドブネズミは25 頭 を数え

た．したがって，その寄生率は80 ．6％ である．

3） 検出された虫体の総数は141 隻に達した．よって

陽性のドブネズミ1 頭当りの平均寄生数は5 ．64隻（最多17

隻），また， 検査したドブネズミ1 頭当りの平均寄生

数は4 ．55隻である．

4） これらの肺吸虫の寄生部位は，ほとんど肺臓（左

肺42 隻 ，右肺75 隻）であり，胸腔内（左胸腔7 隻 ，右

胸腔17 隻）からも検出されたが，その他の部位からは発

見できなかった．

5） ドブネズミ の肺臓に 形成された 虫のうの 総数は103

コ（無虫虫のう601 ，有虫虫のう43 コ）に達した．

よって，肺吸虫陽性のドブネズミ1 頭 当りの肺臓に形成

された虫のうの平均数は4 ．1コである，

6） 肺臓に形成されていた有虫虫のう43 コについて，

虫のう内虫数を 調べた ところ，1 のう内2 虫 が22 コで

最も多く，次いで，1 のう内4 虫が10 　3，　3虫 が61 ，1

虫が3 　5 虫 が1 　3，　7 虫が1 コの順位であった．

終りに臨み田中英雄教授に敬意を表し，いろいろご教

示に与った九州大学宮崎一郎医学部長に．感謝の意を捧げ

る．

本論文の要旨は， 日本寄生虫学会西日本支部第16 回

大会［山口市湯田・山口県医師会館（1960―11―123 に

おいて発表した．
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付 図n 7

8

9

10
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写　真　説　明

P．　iloktsuenensis感染ドブネズミの肺臓

ドブネズミ6 号　背面

ドブネズミ8 号　背面

ドブネズミ8 号　腹面

ドブネズミ26号　腹面

ドブネズミ27号　背面

ドブネズミ3 号　組織標本，肺臓の割面には多数の虫のうがあり，健康肺組織はほ

とんど認められない．L は左肺，R は右肺，↑は中間葉を示す．

P．　iloktsuenensis成虫の圧平染色標本，ヘマトキシリン単染色．

P．　iloktsuenen、亟 の虫卵，肺臓に形成された虫のう内より採集．

P．　iloktsuenensisの卵巣，サンゴ状に複雑に分枝．

冫t　jZ。ktsuenensisの皮棘，腹吸盤の前方の部分，群生

新淀川右岸の堤防に作られたドブネズミのすみ家，ほらあなの

前にしかけてあるのは大型捕鼠器
12 ．　P ．　i　loktsuenensisの成 虫 の 精 巣 と卵 巣 の大 き さ の 比 較

（29 ）
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STUDIES 　ON　THE　NATURAL　FINAL　HOST 　OF　THE　LUNG －FLUKE ，

PARAGONIMUS 　ILOI ＊ぐTSUENENSIS　CHEN ，　1940

｜
。OBSERVATIONS 　ON　THE　INCIDENCE　OF

尸］LOKTSUENENSIS

IN　THE　RAT ，　RATTUS　NORVEGICUS ，　IN　THE　MOUTH 　OF

THE　RIVER　SH1N －YODO ，　OSAKA －PREFECTURE

TAMOTSU　TOMIMURA ，　ISAO 　TARUMOTO ，　JUN　TERAUCHI 。

TOYOTERU 　OSUGI ，　OTOSHIRO 　ISSHIKI

（Department 　oソ’凡Jth・logy ，　D ん湎・on　of　Vetet一鈿α，ひ・＆こ＆。tヽ叭C 。／かg『

げAgricult ・y77， びぷnf・’輿’り 可0 ＆遥α 乃l ソectu”ら

＆xゐぷ－City，　Osaka 一乃－iefecti。？，五ipan ）

＆

KOICHI　TAKEYAMA

の ゆα・rtment げMedical ぶ 砿r＞gy，　Osaka　Ciり 防 ’んw ざ夊y

jを■dical　School，　O ぶaka一回り ，ゐpar ・）

ln　1944 ，　Miyazaki　found　the　metacercariae　of　Parage 。j。IUS　ilokts。aaj ざChen ，　1940　1na　crab

，　Sesarma 　dehaani ，　collected　from　the　mouth　of　the　River　Shin －yodo　and　its　vicinity，Osaka

－Prefecture　where　had　been　recognized　as　one　of　the　endemic　areas　of　Paragonimiasis　inJapan

．　Alterawards　investigating　two　species　of　snails ，　Assi
。linea　

，μiponica　and　y1．　夕α・■asitolo－gica

，　collected　from　the　above－mentioned　locality，　Yoshida 　et　a，／。（1959 ）　and　the　authors　（1960 ）revealed

that　the　latter　snail　IS　the　natural　first　intermediate　host　of　this　lung－fluke．　However ，the

problem　of　the　natural　final　host　of　P．　ilokts。ene。sis　in　the　mouth　of　the　River　Shin －yodohad　been　unsettled

．　　This　survey　was　conducted　to　prove　the　infection　of　this　parasite　in

沢。。orvegic 。s　caught　there　for　the　period　December　1959　to　February　1960 ．

The　results　obtained　are　as　follows　：

1）　Of　31　R ．　7・orvegicus 　examined ，　25 　（80．6　％）　were　found　to　be　infested　with　F ．iloktsu

。。ensis．　From　these　reservoir　hosts　a　total　0f　141　lung－flukes　were　recovered．

2）　The　number　of　parasites　per　host　varies　within　wide　limits ，　namely　from　l　to　17　withan　average　of　5

．64．

3）　As　to　the　distribution　in　the　body　of　the　rats，　the　lungflukes　were　most　often　foundin　the　worm　cysts　formed　in　the　lungs　

（83 　％ ），　and　sometimes　within　the　pleural　cavities　（17 ％ ）．But

，　a　earful　examination　failed　to　reveal　any　in　other　parts　of　the　body．

4） 尺。刀oruegicus 　should　be　added　to　the　list　of　the　natural　final　hosts　of　P．　il。ゐお，。，ど。，l。jj沿in

Japan ．

（30 ）




